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配　

本
／
刊
行
予
定
／
定
価
／

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ-

Ｎｏ
（
９
７
８-

４-

８
３
５
０
）

巻　

数

収
録
号
数
／
発
行
年
月

第
１
回
／
２
０
２
１
年
７
月

揃
定
価 

６
２
，７
０
０
円
（
揃
本
体 

５
７
，０
０
０
円
＋
税
10
％
）

８
４
３
６‒

７

第
１
巻

第
１
号
（
３
１
年
10
月
）
―
第
７
号
（
３
４
年
７
月
）

第
２
巻

第
８
号
（
３
４
年
８
月
）
―
第
12
月
号
（
３
４
年
12
月
）

第
３
巻

第
５
巻
第
１
号
（
３
５
年
１
月
）
―
第
５
巻
第
６
号
（
３
５
年
６
月
）

第
２
回
／ 

２
０
２
１
年
11
月

揃
定
価 

８
６
，９
０
０
円
（
揃
本
体 

７
９
，０
０
０
円
＋
税
10
％
）

８
４
４
０‒

４

別
冊
（
総
目
次
・
索
引
）

第
４
巻

第
５
巻
第
７
号
（
３
５
年
７
月
）
―
第
５
巻
第
12
号
（
３
５
年
12
月
）

第
５
巻

第
６
巻
第
１
号
（
３
６
年
１
月
）
―
第
６
巻
第
５
号
（
３
６
年
５
月
）

第
６
巻

第
６
巻
第
６
号
（
３
６
年
６
月
）
―
第
６
巻
第
10
・
11
号
（
３
６
年
11
月
）

第
７
巻

第
７
巻
第
１
号
（
３
７
年
１
月
）
―
第
７
巻
第
５
号
（
３
７
年
５
月
）

第
３
回
／
２
０
２
２
年
２
月

揃
定
価 

８
３
，６
０
０
円
（
揃
本
体 

７
６
，０
０
０
円
＋
税
10
％
）

８
４
４
５‒

９

第
８
巻

第
７
巻
第
６
号
（
３
７
年
６
月
）
―
第
７
巻
第
11
・
12
号
（
３
７
年
12
月
）

第
９
巻

第
８
巻
第
１
号
（
３
８
年
１
月
）
―
第
８
巻
第
12
号
（
３
８
年
12
月
）

第
10
巻

第
９
巻
第
１
号
（
３
９
年
１
月
）
―
第
９
巻
第
12
号
（
３
９
年
12
月
）

第
11
巻

第
10
巻
第
１
号
（
４
０
年
１
月
）
―
第
10
巻
第
12
号
（
４
０
年
12
月
）

第
４
回
／ 

２
０
２
２
年
５
月

揃
定
価 

８
３
，６
０
０
円
（
揃
本
体 

７
６
，０
０
０
円
＋
税
10
％
）

８
４
５
０‒

３

第
12
巻

第
11
巻
第
１
号
（
４
１
年
１
月
）
―
第
11
巻
第
12
号
（
４
１
年
12
月
）

第
13
巻

第
12
巻
第
１
号
（
４
２
年
１
月
）
―
第
12
巻
第
12
号
（
４
２
年
12
月
）

第
14
巻

第
13
巻
第
１
号
（
４
３
年
１
月
）
―
第
13
巻
第
12
号
（
４
３
年
12
月
）

第
15
巻

第
14
巻
第
１
号
（
４
４
年
１
月
）
―
第
14
巻
第
７
号
（
４
４
年
７
月
） 

　

附 『
青
年
愛
生
』
第
１
―
４
号
（
３
３
年
６
―
９
月
）

※
発
行
年
月
は
す
べ
て
西
暦
表
記
。
た
だ
し
（
１
９
）
を
省
略
。

Venis Vidis Venkis

   復刻版 愛 生 〈戦前編〉

Aisei

全４回配本・全15巻・別冊１【総目次・索引附】

窓
を
開
く
使
者
―
―

―
―
表
紙
の
三
つ
の
Ｖ
は
当
園
の
標
語 Venis Vidis Venkis　

（
来
り
、
見
、
勝
ち
た
り
）
の
Ｖ
で
あ
る
。

「
愛
生
」
は
こ
の
大
家
族
の
窓
で
あ
る
。

我
々
は
こ
れ
を
通
し
て
美
し
い
空
を
眺
め
、
新
鮮
な
空
気
を
得
、
こ

の
窓
か
ら
人
類
兄
姉
に
呼
び
か
け
る
。
…
…
こ
の
愛
生
の
窓
か
ら
世

の
労つ
か
れ
し
人
、
悩
め
る
人
に
一
ぱ
い
の
生
命
の
水
を
与
へ
た
い
。

窓
で
あ
る
。
窓
で
あ
る
。
し
か
し
「
飾
窓
（
シ
ョ
ウ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
）」

で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
心
を
ぶ
ち
ま
け
た
霊
の
窓
で
あ
り
、
真
の
愛
の
窓
で
あ
れ
。

（『
愛
生
』
創
刊
号
、
編
集
後
記
よ
り
）

一
九
三
〇
年
一
一
月
二
〇
日
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
国
立
療
養
所
と

し
て
岡
山
県
邑
久
郡
、
長
島
に
開
設
さ
れ
た
長
島
愛
生
園
。

創
立
か
ら
わ
ず
か
半
年
後
、翌
年
一
〇
月
に
早
く
も
発
刊
さ
れ
た
機
関
誌『
愛
生
』は
、

戦
前
・
戦
時
下
、
そ
し
て
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
入
所
者
は
も
と
よ
り
そ
こ

に
勤
務
す
る
医
官
、
職
員
、
来
訪
者
や
外
部
の
読
者
が
交
わ
る
愛
生
園
の
「
窓
」
と

し
て
、
永
く
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

誌
上
は
明
石
海
人
、
志
樹
逸
馬
は
じ
め
入
所
児
童
に
よ
る
も
の
ま
で
、
ほ
と
ば
し
る

情
熱
を
伝
え
る
短
歌
、
詩
、
俳
句
、
歌
謡
、
小
説
の
発
表
の
場
で
あ
り
、
ま
た
療
養

所
の
日
々
の
生
活
が
活
写
さ
れ
る
類
例
の
な
い
貴
重
な
記
録
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
び
不
二
出
版
は
、長
島
愛
生
園
の
協
力
を
得
て
、『
愛
生
』創
刊
号
か
ら
戦
争

で
休
刊
と
な
っ
た
第
14
巻
第
７
号
（
一
九
四
四
年
七
月
）
ま
で
を
復
刻
、刊
行
す
る
。

こ
の
『
復
刻
版
「
愛
生
」
戦
前
編
』
全
15
巻
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
施
設
に
お
け
る

「
療
養
」
の
営
み
、
そ
の
実
像
に
近
づ
く
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。�

―
―
―
―
不
二
出
版
編
集
部

不二出版

揃
定
価
◆ 

３
１
６
，８
０
０
円　
（
揃
本
体
２
８
８
，０
０
０
円
＋
税
10
％
）

体
裁
◆
Ａ
５
判
・
上
製
・
布
ク
ロ
ス
装
・
総
約
６
９
０
０
頁

別
冊
◆�

総
目
次・索
引
／
約
２
５
０
頁（
予
定
）／
定
価
３
，３
０
０
円（
本
体
３
，０
０
０
円
＋
税
10
％
）�

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８-

４-

８
３
５
０-

８
４
５
６-

５
（
２
０
２
１
年
11
月
刊
行
予
定
）

収
録
底
本
◆�『
愛
生
』
創
刊
号
―
第
14
巻
第
７
号
（
１
９
３
１
年
10
月-

１
９
４
４
年
７
月
）、 �

『
青
年
愛
生
』
第
１
号
―
第
４
号
（
１
９
３
３
年
６
月-

９
月
）
長
島
愛
生
園 

発
行

お
薦
め
先
◆�

医
療
史
、
社
会
史
、
ハ
ン
セ
ン
病
文
学
、
社
会
事
業
史
、
近
現
代
史
等
の
研
究
者
、�

大
学
・
専
門
・
公
共
図
書
館

近現代日本ハンセン病問題資料集成
補巻１ - 19
編・解説◆藤野豊（１‒５、８、９、12 - 15）・訓覇浩（８）・清水寛（７）・
平田勝政（７、16）・江連恭弘（10）・大竹章（11）　Ｂ５判・Ａ４判／上製
第
１
回
配
本

揃定価 39,600 円（揃本体 36,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5420‒2

補巻 1・2 外島保養院年報

第
２
回
配
本

揃定価 82,500 円（揃本体 75,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5423‒7
補巻 3 本妙寺事件・九州療養所関係・自治会沿革史／補巻 4 大島療
養所自治会日誌（戦前編）／補巻 5 世界のハンセン病政策・近代初
期日本のハンセン病

第
３
回
配
本

揃定価 110,000 円（揃本体 100,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5569‒1
補巻 6 私立療養所／補巻 7 台湾におけるハンセン病政策／補巻 8 
療養所長会議関係書類／補巻 9 隔離政策の強化

第
４
回
配
本

揃定価 82,500 円（揃本体 75,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5574‒8
補巻 10 ハンセン病と教育／補巻 11 らい予防法闘争期の自治会日
誌／補巻 12 「癩予防法」改正問題Ⅲ

第
５
回
配
本

揃定価 82,500 円（揃本体 75,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5578‒7
補巻 13 生活改善・反差別運動Ⅱ戦前期委任統治領「南洋群島」の
ハンセン病政策／補巻 14 戦後無らい県運動Ⅱ／補巻 15 戦後無ら
い県運動Ⅲ・生殖管理政策／別冊（解説・総目次〈補巻 1 ‒ 15〉）

第
６
回
配
本

揃定価 88,000 円（揃本体 80,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5687‒6
補巻 16 ‒ 19 『日本 MTL』『楓の蔭』第 1‒264 号／別冊（解説・総目
次・索引）

復
刻
版 

愛
生 

〈
戦
前
編
〉 

全
４
回
配
本
・
全
15
巻
・
別
冊
１
（
総
目
次
・
索
引
附
）

Aisei

復
刻
に
あ
た
っ
て
◆
山
本
典
良　
長
島
愛
生
園
園
長

推
薦
◆	

中
尾
伸
治　
長
島
愛
生
園
自
治
会
会
長

	

廣
川
和
花　
専
修
大
学
文
学
部
教
授

	

松
岡
弘
之　
岡
山
大
学
文
学
部
講
師

協
力
◆
国
立
療
養
所 

長
島
愛
生
園
・
公
益
財
団
法
人 

長
濤
会

近現代日本ハンセン病問題資料集成
戦前編 全８巻
編・解説◆藤野豊　推薦◆内田博文・川上武・神美知宏・斉藤美奈子・
徳田靖之・永岡正己
Ａ４判・Ｂ５判／上製／総 2968 頁
揃定価 209,000 円（本体 190,000 円＋税 10％）

第
１
回
配
本

揃定価 110,000 円（揃本体 100,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4-8350‒2894‒5

第 1 巻 1876 〜 1917 年・解説／第 2 巻 1918 〜 1931 年
第 3 巻 1932 〜 1934 年／第 4 巻 1935 年

第
２
回
配
本

揃定価 99,000 円（揃本体 90,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒2899‒6

第 5 巻 1936 〜 1937 年 2 月／第 6 巻 1937 年 3 月〜 1938 年
第 7 巻 1939 〜 1944 年／第 8 巻 帝国議会資料

近現代日本ハンセン病問題資料集成
戦後編 全 10 巻
編・解説◆藤野豊　推薦◆石川一雄・川田悦子・谺雄二・清水寛
Ａ４判・Ｂ５判／上製／総約 4000 頁
揃定価 264,000 円（本体 240,000 円＋税 10％）
別冊（解説・総目次・索引） 定価 2,200 円（本体 2,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5198‒X ■分売可※戦前編解説も含む

第
１
回
配
本

揃定価 82,500 円（揃本体 75,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5185‒8

第 1 巻 重監房廃止・プロミン獲得運動と自治会の新生
第 2 巻 「癩予防法」改正問題Ⅰ／第 3 巻 「癩予防法」改正問題Ⅱ

第
２
回
配
本

揃定価 82,500 円（揃本体 75,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5189‒0

第 4 巻 戦後無らい県運動／第 5 巻 竜田寮児童通学問題Ⅰ
第 6 巻 竜田寮児童通学問題Ⅱ

第
３
回
配
本

揃定価 99,000 円（揃本体 90,000 円＋税 10％）
ISBN978‒4‒8350‒5193‒9
第 7 巻 癩刑務所・留置所設置問題 / 米軍占領下沖縄・奄美のハンセ
ン病政策
第 8 巻 藤本事件／第 9 巻 生活改善・反差別運動／第 10 巻 国会議
事録／別冊（解説・総目次・索引）

復刻にあたって◆山本典良  長島愛生園園長

推 薦◆中尾伸治　長島愛生園自治会会長　廣川和花 専修大学文学部教授　松岡弘之 岡山大学文学部講師

協力◆国立療養所 長島愛生園　公益財団法人 長濤会

写真：島 隆諦

「
空
か
ら
見
た
長
島
」
写
真
：
島 

隆
諦



復
刻
に
あ
た
っ
て    

山
本 

典
良

　
こ
の
た
び
不
二
出
版
に
お
願
い
し
、『
復
刻
版
「
愛
生
」
戦
前
編
』
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
出
版
で
き
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
私
は
長
島
愛
生
園
の
八
代
目
園
長
を
拝
命
し
て
い
る
。
愛
生
園
は
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
に
創
立

九
〇
年
を
迎
え
た
。
本
年
三
月
二
七
日
に
は
、
八
五
名
の
入
所
者
と
初
代
園
長
・
光
田
健
輔
（
一
八
七
六
─
一
九
六
四
）
が
大
阪
か

ら
海
路
で
長
島
に
上
陸
し
て
か
ら
九
〇
年
と
な
る
。
私
は
五
年
前
か
ら
園
長
を
務
め
、
入
所
者
で
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
に
日
々

寄
り
添
っ
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
今
回
、
創
立
九
〇
年
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
長
島
の
風
景
を
眺
め
た
。
そ
し
て
時
間
を
か
け
、

納
骨
堂
に
眠
る
約
三
七
〇
〇
名
の
患
者
た
ち
に
想
い
を
馳
せ
た
。
彼
ら
が
叶
え
た
か
っ
た
一
番
の
願
い
は
、
発
病
し
た
後
も
生
ま
れ

育
っ
た
土
地
で
家
族
に
見
守
ら
れ
、
親
し
い
者
と
共
に
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
現
在
、
入
所
し
て
い
る
ハ

ン
セ
ン
病
元
患
者
の
想
い
、
コ
ロ
ナ
禍
を
憂
い
、
や
る
せ
な
い
気
も
ち
で
い
る
そ
の
想
い
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
、
病
気
に
よ
る
偏

見
や
差
別
、
誹
謗
中
傷
の
歴
史
を
繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
は
自
分
た
ち
で
最
後
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
想
い
、
こ
の
願
い
を
後
世
に
伝
え
、
多
く
の
人
に
愛
生
園
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
の
あ
り
方
へ
の
反
省
と
新

し
い
時
代
へ
の
誓
い
を
促
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
歴
史
に
偽
り
や
隠
ぺ
い
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
こ

に
あ
る
真
実
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
知
っ
た
う
え
で
、
一
人
ひ
と
り
の
国
民
が
反
省
し
、
誓
い
を
新
た
に
す
る
場
所
と
な
る
こ
と
。

そ
れ
が
亡
く
な
っ
た
人
々
へ
の
慰
霊
だ
と
私
は
感
じ
て
い
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
被
害
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
揺
る
ぎ
も
な
い
事
実

で
あ
る
。
そ
の
事
実
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
国
家
や
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
が
と
る
べ
き
道
と
し
て
、
何
が
ベ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
か
。

当
時
の
患
者
に
想
い
を
馳
せ
、彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
境
遇
で
何
を
感
じ
、何
を
願
っ
て
き
た
の
か
。
創
刊
号
に
は
じ
ま
る
戦
前
期
の『
愛

生
』
こ
そ
は
、
そ
れ
を
探
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
資
料
で
あ
る
。

　
『
愛
生
』
に
は
、隔
離
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
入
所
者
の
文
芸
作
品
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
国
立
療
養
所
長
島
愛
生
園
の
船
出
、

そ
し
て
雑
誌
『
愛
生
』
の
創
刊
。
患
者
に
と
っ
て
長
島
愛
生
園
は
ま
さ
に
、「
現
実
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
入
所
者
の
一
人
は
創

刊
号
に
こ
う
記
す
。「
私
達
は
『
愛
生
』
を
使
者
と
し
て
、
…
…
魂
を
持
つ
人
間
と
し
て
、
世
人
に
対
す
る
徳
義
を
『
愛
生
』
に
托

し
て
呈お

く

り
た
い
」（
Ｙ
Ｔ
生
「『
愛
生
』
創
刊
に
就
い
て
の
漫
語
」）。『
愛
生
』
は
入
所
者
に
と
っ
て
、
そ
の
「
現
実
」
と
世
間
、
外

の
世
界
と
を
行
き
来
す
る
「
使
者
」
だ
っ
た
の
だ
。『
愛
生
』
に
掲
載
さ
れ
た
詩
、
俳
句
、
短
歌
、
小
説
な
ど
は
、
多
く
の
投
稿
か

ら
選
ば
れ
た
珠
玉
の
作
品
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
に
よ
り
著
者
で
あ
る
入
所
者
一
人
ひ
と
り
の
、
声
な
き
叫
び
や
魂
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、「
ハ
ン
セ
ン
病
文
学
」
と
い
う
枠
組
み
を
こ
え
た
豊
穣
さ
を
感
じ
る
。
入
所
者
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
本
名
を
名
乗
る

必
要
も
な
く
、世
間
と
の
関
係
が
つ
く
れ
る
唯
一
の
手
段
で
あ
り
、生
き
甲
斐
で
あ
り
希
望
で
あ
っ
た
。
本
誌
に
触
れ
れ
ば
誰
で
あ
っ

て
も
、
強
く
何
か
を
感
じ
る
に
違
い
な
い
と
私
は
確
信
す
る
。
入
所
者
の
魂
が
込
め
ら
れ
た
『
愛
生
』
と
い
う
雑
誌
が
、
そ
れ
自
体

と
し
て
ひ
と
り
歩
き
を
は
じ
め
て
ほ
し
い
。
そ
う
し
た
期
待
を
込
め
て
、復
刻
出
版
と
い
う
か
た
ち
で
、『
愛
生
』
と
い
う
「
窓
」（
創

刊
号
「
編
集
後
記
」）
を
開
け
る
心
持
ち
で
あ
る
。

　
創
立
期
の
『
愛
生
』
を
読
ん
で
い
る
と
、
私
自
身
が
八
〇
年
以
上
も
前
の
愛
生
園
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ

こ
で
は
目
の
前
に
光
田
健
輔
が
い
て
、
彼
を
囲
む
よ
う
に
入
所
者
と
職
員
が
お
り
、
と
も
に
語
ら
い
、
協
力
し
て
病
気
に
立
ち
向
か
っ

て
い
る
。
光
田
は
そ
こ
で
私
に
、「
君
は
こ
の
歴
史
を
コ
ロ
ナ
禍
に
活
か
せ
る
か
ね
」
と
不
敵
に
微
笑
み
な
が
ら
語
り
か
け
て
く
る
。

今
回
の
出
版
に
よ
っ
て
、
人
び
と
が
あ
ら
た
め
て
『
愛
生
』
を
ひ
も
解
き
、
歴
史
の
深
層
を
知
る
こ
と
こ
そ
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

の
慰
霊
に
、
さ
ら
に
は
国
民
の
反
省
と
あ
ら
た
な
誓
い
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。
過
去
が
あ
っ
て
の
現
在
で
あ
り
、
未
来
で

あ
る
と
の
想
い
を
強
く
し
て
い
る
。�

（
や
ま
も
と 

の
り
よ
し
・
国
立
療
養
所
長
島
愛
生
園
園
長
）

■
右
頁
下
：
開
園
記
念
式
典
後
の
作
業
風
景
（
第
８
巻
第
３
・

４
合
併
号
表
紙
）
／　
左
頁
右
下
：「
麿
山
」
で
の
ピ
ク
ニ
ッ

ク
の
様
子
（
第
２
号
表
紙
）
／　

左
頁
左
下
：
愛
生
園
で
使

用
す
る
義
足
を
印
度
の
療
養
所
に
寄
付
（
第
５
巻
第
３
号
口

絵
）　
／　
左
頁
中
：「
愛
生
園
々
歌
」
楽
譜
（
第
２
号
口
絵
）

⃝

推
薦
し
ま
す
⃝

故
郷
を
歌
い
込
む
日    

中
尾 

伸
治

　
こ
の
た
び
、不
二
出
版
に
お
い
て
、『
愛
生
』
誌
の
創
刊
号
（
一
九
三
一
年
一
〇
月
号
）
か
ら
、昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）

年
、
第
二
次
世
界
大
戦
激
化
の
た
め
や
む
を
得
ず
休
刊
に
い
た
る
第
一
四
巻
第
七
号
ま
で
を
復
刻
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
『
愛
生
』
誌
は
入
所
者
に
潤
い
を
与
え
る
場
所
と
し
て
誕
生
し
、
発
言
の
場
と
な
り
、
職
員
と
の
交
わ
り
も
含
め
愛

生
園
か
ら
の
発
信
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
紙
面
に
表
さ
れ
た
文
章
な
ど
は
、
開
園
間
も
な
い
愛
生
園
へ
の
夢
を
語
り
、

ま
た
、
地
方
の
同
病
者
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
も
投
稿
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
が
落
ち
着
き
を
み
せ
る
と
と
も
に
文
芸

活
動
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
模
様
が
映
し
出
さ
れ
、
開
園
以
来
、
日
ご
と
に
増
え
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
少
年
少
女
の
文

芸
も
、折
々
に
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
の
な
か
に
お
い
て
『
白
描
』（
明
石
海
人
歌
集
、

改
造
社
、
一
九
三
九
年
）
や
『
望
ヶ
丘
の
子
供
た
ち
』（
長
島
愛
生
園
教
育
部
編
、
山
雅
房
、
一
九
四
一
年
）
の
よ
う

な
冊
子
が
発
行
さ
れ
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
ま
た
、
無
ら
い
県
運
動
を
促
す
文
章
や
、
小
川
正
子
先
生
の
土
佐
紀
行
な
ど
も
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
戦
時
色
が

増
し
て
き
た
昭
和
一
三（
一
九
三
八
）年
頃
か
ら
は
、戦
時
協
力
体
制
が
成
り
立
っ
て
ゆ
く
様
子
が
色
濃
く
表
わ
れ
ま
す
。

自
助
会
（
自
治
会
）
の
解
散
を
伝
え
る
記
事
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
『
愛
生
』
誌
の
な
か
に
は
、
開
園
時
か
ら
の
歴
史
、
ら
い
撲
滅
の
呼
び
か
け
、
嬉
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
こ
の
復
刻
版
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
今
、
現
在
の
目
で
も
う
一
度
振
り
返
っ

て
活
用
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
創
刊
号
に
投
稿
さ
れ
た
詩
に
、
自
分
自
身
を
重
ね
て
読
ん
だ
、
無
名
氏
の
三
行
詩
が
あ
り
ま
す
。

　
　
松
、
松
、
松
の
長
島
で

　
　
く
ぬ
ぎ
の
武
蔵
野
を

　
　
し
の
ん
で
居
ま
す

　
こ
れ
は
全
生
病
院
（
現
在
の
多
磨
全
生
園
）
か
ら
開
拓
患
者
と
し
て
愛
生
園
に
き
た
方
の
詩
で
す
が
、
自
分
の
古
里

を
し
の
ぶ
の
で
は
な
く
、
以
前
い
た
療
養
所
を
詩う
た
わ
れ
た
こ
と
に
、
偏
見
、
差
別
を
背
負
っ
て
療
養
し
て
い
る
人
々
が
、

故
郷
を
歌
い
込
め
る
日
を
待
っ
て
い
た
こ
と
が
、
感
じ
と
れ
ま
す
。�

（
な
か
お 

し
ん
じ
・
長
島
愛
生
園
自
治
会
会
長
）



■『愛生』表紙：右上より、
第９号／第５巻第５号／第
６巻第２号／第６巻第６号
／第８巻第 10 号／第 10
巻第 12 号／第 12 巻第７
号／第 14 巻第７号。第６
巻第２号の特集は「四国の
癩
ら い

を救へ」とある。

■ 医官として長島愛生園に勤めた小川正子（1902-43）は『愛生』
の連載をまとめて『小島の春 ある女医の手記』（1937）を出版、
後に映画化され、大きな反響をよんだ。右から「映画“小島の春”
感想特集」（第11巻第3号表紙）、小川正子「土佐への旅」（第6
巻第2号）、「小川正子追悼号」（第13巻第6号表紙）。
■ 左は『愛生』附録として1933年6-9月に、4号のみ発行した『青
年愛生』（第3号）の表紙（第15巻収録）。

⃝

推
薦
し
ま
す
⃝

新
し
い
ハ
ン
セ
ン
病
史
像
の
構
築    

廣
川 

和
花

　
不
二
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
近
現
代
日
本
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
資
料
集
成
』
戦
前
編
全
８
巻
・
戦
後

編
全
10
巻
・
補
巻
全
19
巻
（
二
〇
〇
二-

〇
九
年
、
以
下
『
資
料
集
成
』
と
略
す
）
は
、
近
現
代
日
本

の
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
基
本
資
料
を
網
羅
し
て
提
供
し
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
で
大
き
な
注
目
を
集

め
た
後
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
学
術
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
熱
く
盛
り
上
が
っ
た
訴
訟
の
過
程
で

は
、
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
政
策
を
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
擬
す
よ
う
な
壮
大
な
加
害
と
受
難
の
物
語
も
提
示

さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
物
語
が
や
や
も
す
れ
ば
善
悪
二
元
論
的
な
見
方
を
助
長
し
、
全
国
横
断
的
で
画

一
的
な
ハ
ン
セ
ン
病
史
像
を
形
成
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
地
理
的
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
ゆ
え

に
、
多
磨
全
生
園
が
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
と
し
て
一
般
化
・
類
型
化
さ
れ
が
ち
な
面
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
『
資
料
集
成
』
に
収
め
ら
れ
た
個
別
の
療
養
所
や
そ
の
入
所
者
、
そ
し
て
そ
れ
を
と

り
ま
く
地
域
社
会
に
関
す
る
資
料
は
、
実
は
そ
う
し
た
画
一
的
な
ハ
ン
セ
ン
病
史
の
イ
メ
ー
ジ
を
克
服

す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
現
在
の
研
究
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
ま
つ
わ
る
歴
史

上
の
で
き
ご
と
を
解
釈
し
て
「
隔
離
」
や
「
差
別
」
の
歴
史
叙
述
に
収
斂
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
個
々

の
療
養
所
に
お
い
て
施
設
側
と
患
者
側
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
実
践
や
交
渉
に
よ
る
解
決
策
の
模
索
、

そ
れ
を
通
し
て
築
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
固
有
の
関
係
性
、
そ
し
て
療
養
所
間
で
の
そ
れ
ら
の
要
素
の
共

通
点
と
差
異
の
解
明
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
は
、
権
力
が
患
者
を
「
隔
離
」
す
る
先
と
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
場
で

あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
そ
こ
に
収
容
さ
れ
た
患
者
自
ら
が
「
療
養
」
す
る
場
と
し
て
、
行
為
主
体
の
転

換
が
起
き
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
近
代
日
本
の
医
療
と
公
衆
衛
生
政
策
の
な
か
で
は
、
し
ば

し
ば
こ
の
「
隔
離
」
と
「
療
養
」
が
表
裏
一
体
の
関
係
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
。「
療
養
」
へ
と
転
換

し
た
ハ
ン
セ
ン
病
「
隔
離
」
の
内
実
は
、
医
療
を
受
給
し
生
活
を
営
む
主
体
―
―
「
殲
滅
」
さ
れ
る
客

体
で
は
な
く
―
―
と
し
て
の
、
入
所
者
の
「
生
き
る
こ
と
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
び
復
刻
さ
れ
る
『
愛
生
』
は
、
長
島
愛
生
園
と
い
う
、
全
国
一
三
カ
所
の
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有

の
沿
革
を
も
つ
療
養
所
の
ひ
と
つ
で
展
開
さ
れ
た
「
療
養
」
の
営
み
を
、多
面
的
に
伝
え
る
資
料
で
あ
る
。

施
設
側
と
入
所
者
側
の
双
方
が
、
あ
る
べ
き
「
療
養
」
の
姿
を
追
い
求
め
、
実
践
し
た
軌
跡
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
一
般
で
は
な
く
、
愛
生
園
の
歴
史
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。

　

療
養
所
の
機
関
誌
は
、
施
設
側
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
機
能
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

間
違
い
な
く
そ
う
し
た
性
格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
ど
の
程
度
、
患
者
と
当
局
側
双

方
の
「
自
由
」
な
言
論
が
誌
面
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
自
体
、
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
型
ど
お
り
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
陰
で
展
開
さ
れ

て
い
る
医
療
と
生
活
の
営
み
の
現
実
に
こ
そ
、
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
『
復
刻
版
「
愛
生
」
戦
前
編
』
を
活
用
し
た
、「
被
害
者
の
歴
史
」
と
も
「
闘
争
の
歴
史
」
と
も
異
な
る
、

新
し
い
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
像
の
構
築
に
期
待
し
た
い
。�

（
ひ
ろ
か
わ 

わ
か
・
専
修
大
学
文
学
部
教
授
）

⃝

推
薦
し
ま
す
⃝

『
愛
生
』
に
耳
を
澄
ま
す    

松
岡 

弘
之

　
長
島
愛
生
園
は
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、
初
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
と
し
て
岡
山
県
邑
久
郡

裳
掛
村
大
字
虫
明
（
現
・
瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
）
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。『
愛
生
』
は
そ
の
定
期
刊
行

物
で
あ
り
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
一
〇
月
の
創
刊
以
来
、
戦
中
・
終
戦
直
後
の
休
刊
を
は
さ
み
な

が
ら
も
今
日
ま
で
書
き
継
が
れ
て
八
三
〇
号
に
達
し
ま
し
た
。
九
〇
年
を
過
ぎ
た
愛
生
園
の
歴
史
を
ひ

も
と
く
、
基
礎
資
料
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
も
の
で
す
。

　
創
刊
号
で
、
あ
る
患
者
が
、
か
つ
て
は
何
度
も
死
を
望
み
な
が
ら
も
今
は
療
養
所
に
生
き
る
喜
び
を

世
の
人
び
と
に
届
け
た
い
と
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
小
さ
な
雑
誌
は
療
養
所
が
患
者
の
「
楽
園
」
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
発
刊
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
開
設
時
四
〇
〇
名
だ
っ
た
定
員
は
、
当
時
の
「
啓

発
」
や
十
坪
住
宅
と
い
う
民
間
か
ら
の
善
意
の
寄
附
に
後
押
し
さ
れ
て
急
速
な
膨
張
を
つ
づ
け
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
患
者
を
救
う
た
め
と
し
て
、
療
養
所
で
は
多
く
の
痛
ま
し
い
で
き
ご
と
が
人
知
れ
ず
正

当
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
八
月
に
、
入
所
者
が
幹
部
職
員
の
更
迭
と
自
治

を
求
め
て
蜂
起
し
た
こ
と
は
、
あ
る
べ
き
療
養
所
と
現
実
の
そ
れ
と
の
乖
離
を
厳
し
く
問
う
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
長
島
事
件
を
へ
て
自
治
を
獲
得
し
た
入
所
者
は
、
矛
盾
や
葛
藤
を
は
ら
み

つ
つ
も
、
療
養
所
の
向
上
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
戦
争
の
な
か
で
い
っ
た
ん
療
養
所

に
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
戦
後
か
ら
現
在
へ
と
つ
な
が
る
当
事
者
運
動
の
原
点
を

か
た
ち
づ
く
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　
発
病
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
生
活
を
失
っ
た
入
所
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
肉
体
的
・
精
神
的
な
苦
し
み

を
抱
え
な
が
ら
、
医
療
と
生
活
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
が
複
雑
に
交
錯
し
た
療
養
所
と
い
う
空
間
を
生
き

て
い
ま
し
た
。
長
島
は
、
瀬
戸
内
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な
島
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は

決
し
て
あ
な
た
に
と
っ
て
遠
い
場
所
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
所
者
、
職
員
、
そ
し
て
療
養
所
に

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
関
わ
っ
た
多
く
の
人
び
と
の
言
葉
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
は
、
あ
な
た
が
、
あ
る
い

は
あ
な
た
の
大
切
な
人
が
病
い
を
得
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
突
然
生
き
別
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
き
、

何
に
希
望
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
ま
た
、
そ
う
し
た
苦
難
と
と
も
に
生
き
る
人
び
と
に
手

を
さ
し
の
べ
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
で
あ
る
か
を
、
あ
な
た
に
迫
る
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
一
時
は
二
〇
〇
〇
名
以
上
と
な
っ
た
入
所
者
も
、
現
在
は
一
三
〇
名
を
下
回
り
、
平
均
年
齢
は
八
七

歳
を
超
え
ま
し
た
。
療
養
所
か
ら
近
代
日
本
を
静
か
に
深
く
問
い
つ
づ
け
た
人
び
と
の
存
在
が
、
こ
の

復
刻
さ
れ
た
『
愛
生
』
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
が
た
に
届
く
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
ま
つ
お
か 

ひ
ろ
ゆ
き
・
岡
山
大
学
文
学
部
講
師
）

■「敬天愛生」と書かれた習字が貼り出されている（愛生学園、1933 年、長島愛生園蔵） ■ 自然石に「望ヶ丘」と揮毫。中央は光田健輔。（1940 年頃、長島愛生園蔵）



愛
生
園
の
創
設
―
―

⃝
内
容
見
本
⃝

生
活
と
療
養
―
―

創
作
活
動
―
―

「
僚
友
外
島
に
捧
ぐ
」
―
―

■ 右上：初代園長・光田健輔（1876-1964）が創刊号に
掲載した「長島の選択」／右下：園における出来事を記す

「愛生日誌」（同号）／左上：ＴＹ生「生き行く悦び」（第
２号）／左下：「入園者の率直な感想」とされ、４名の感
想を掲載した「同胞に訴ふ」（第５巻第５号）
■ 写真：楓苗を奉持する子どもたち（1934 年 5 月、長
島愛生園蔵）

■『愛生』には入所者、職員を問わず多くの文芸作品が掲載
されている。右上：「愛生短歌」（第５巻第２号）／中上：「詩
謡特輯」（第 10 巻第６号）／左上：「児童文芸」（第５巻第５号）
／　また創作活動を行っていた入所者を悼んでたびたび特集
が組まれた。左中：「長島詩謡」（第６巻第９号）は明石海人
の追悼特集。『愛生』第 10 号は「僚友外島に捧ぐ」とし、
1934 年 9 月の室戸台風により壊滅的な被害を受けた外島保
養院を特集した。右下：「遭難者の記録」（第 10 号）／左下：
山田晴美「昇天 英霊に捧ぐ」（追悼詩、同号より）


